


















































































































紀 之 水 門
平成31年度地域と共働した
博物館創造活動支援事業














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































紀 之 水 門
平成31年度地域と共働した
博物館創造活動支援事業
2019｜Winter｜通巻5号 紀州研 News Letter
和歌山大学
　今年度の紀州研秋の公開講座は、『わかやま文化財の「匠」講座』
として2019年10月18日（金）と10月19日（土）に実施された。
　10月18日には所蔵品に風を通して虫干しをし、台帳と照合する曝涼会を公開した。これは初の試みとなる。紀州
研には古文書や土器などの所蔵品が保管されている。これらをひとつずつ台帳と照らし合わせて保管場所と所蔵品
の確認を行った。この作業には紀州研の学生ボランティアの力が発揮された。
　10月19日は、和歌山県立紀伊風土記の丘の学芸員の金澤舞氏を招いて「たのしい考古学―学んで、さわって、調
べてみよう―」が公開講座として実施された。金澤氏より発掘調査のあり方や考古学研究の最前線の知見が提示さ
れた。当日の参加者は学生が多かったが、日頃経験し得ない太古の人々の営みに思いふけることができたようだ。
　考古学講座では、バラバラに出土された破片を再現する体験もなされた。とりわけ、大日山35号墳から出土され
た「翼を広げた鳥形埴輪」（写真はそのレプリカ）は日本国内の初例となる希少なものである。参加者は苦慮しながら
もパズルのようにこの埴輪の再現を行った。だが、この作業に参加者は苦労していた。それは、市販のパズルとは異
なり、完成図のない破片から全体像を再現する必要があるからだ。この体験を通して、考古学研究の難しさとともに
楽しさを学ぶことができたと思われる。 （長廣利崇／近現代日本経済史・経営史）
紀州研 秋の公開講座 報告
